
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 二次下請

事故区分 架空線・信号等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 -

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

      架空線高さの標識を設置 事故再発防止のための安全訓練

公 共 工 事 等 事 故 情 報

・重機操作時の周囲の安全確認、および合図者の配置を徹底する。
・架空線高さの標識（三角旗等）を設置した。

事故状況図

改善状況図

令和 4年　1月　19日（水曜日）　10時　00分

通信ケーブルを破損

クレーン機能付きバックホウにより資材（水タンク）の運搬作業を行っていた際に、アームをアパートへ
の引き込み架空線（NTT通信線：不要線であったため通信に関しての影響なし）に接触させ、これを切
断したもの。

資材移動をするにあたり、ケーブルの事前確認不足により切断をしたと思慮される。

水路改築工事

クレーン機能付きバックホウにより資材移動を

するにあたり、引き込み架空線を切断した


